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問題 1 （看護マネジメント分野） 
 
医療関連感染の防止システムとしてのサーベイランスの必要性と院内感染

の日常的な対策について、600字以内で述べなさい。 

 

 

 

問題 2 （コミュニティ看護分野） 
 
リカバリーを促進する要素にエンパワメントとレジリエンスがあげられる。

この 3つの用語の関係性を 600 字以内で説明しなさい。 

 

 

問題 3 （ウィメンズヘルス看護学分野） 
 
「産後ケア事業」について、現状と課題および今後のあるべき姿について

600 字以内で述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各自の専攻分野の問題と他の分野から 1 問選択し、合計 2 問を解答用紙に

解答しなさい。 

(※選択した問題番号を解答用紙の所定の場所に記入しなさい。） 
 



看護学研究科看護学専攻 

2023 年度 第Ⅰ期入学試験 小論文 

（一般入試・社会人特別入試） 



 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の文章を読み、女性の貧困と健康支援に関する看護の体験および看

護職の果たす役割について、あなたの考えを 800 字以内で述べなさい。 

 

厚生労働省は、女性への健康支援の観点から、経済的な理由で生理用

品を購入できない女性がいるという「生理の貧困」に関して、問題を抱

える女性の分布や心身の健康状態、日常生活への影響等についての実態

や現状を調べるため、「『生理の貧困』が女性の心身の健康等に及ぼす影

響に関する調査」を令和 4 年 2 月に実施した。 

調査の結果、「新型コロナウイルス発生後（2020 年２月頃以降）、生理

用品の購入・入手に苦労したこと」が「よくある」「ときどきある」と答

えた回答者は 8.1％であった。 

「よくある」「ときどきある」の割合は、年代別にみると 30 歳未満で、

世帯年収別にみると 300 万円未満の者で、それぞれ高くなっていた。 

購入・入手に苦労した理由は「自分の収入が少ないから（37.7％）」「自

分のために使えるお金が少ないから（28.7％）」「その他のことにお金を使

わなければいけないから（24.2％）」等が挙げられた。 

 

（厚生労働省ホームページ「『生理の貧困』が女性の心身の健康等に及ぼ

す影響に関する調査」より一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権法に基づき公開しておりません。 
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